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本研究では、フレッシュコンクリートの粒状体特性を解明することを目的として、産業利用ビ

ームラインよって、水、アルミナ粒子および標準砂からなるフレッシュモルタルの内部構造とせ

ん断変形による変化を撮影した。画像分析によって、モルタルの平均粒子接点角とせん断変形の

関係傾向を明らかにした。 
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1. 背景と研究目的： 

フレッシュコンクリートの流動性は、その施工効率だけではなく、その充填性にも大きな影響

を与える。流動性は低すぎると、ポンプによる搬送と鉄筋の間における流動ができず、充填性が

低い。 コンクリートの施工性能を合理化することが求められているが、施工性能の設計・照査技

術が確立されていない。施工過程の数値流動シミュレーションは施工性能の設計・照査に非常に

有効であるが、フレッシュコンクリートの力学モデルが確立されていないため，正確なシミュレ

ーションが行われない。レオロジー特性の解明は急務な課題である。  
フレッシュコンクリートは、水、セメント、骨材から構成されて、流体と粒状体の二重特性を

もつものであり、その流動性の高低が流動抵抗に決定される。流動抵抗は、流体としての粘性抵

抗と粒状体としての粒子接触による抵抗に構成される。現在、フレッシュコンクリートの粒状体

性質に関する研究はあまりなく、流動抵抗のメカニズムが明らかになっていない。 
粒子集合体の変形･流動抵抗は、粒子間の摩擦抵抗と粒子配列による抵抗を含み、その粒子滑動

抵抗角(粒子配列による粒子接点角と内部摩擦角の和)の分布と中央値に依存すると考えられる[1]。
粒子接点角の概念を図 1 に示す。したがって、粒子配列および変形に伴う変化の考察は、フレッシ

ュコンクリートの流動抵抗の解明およびモデル化に極めて必要である。 
フレッシュコンクリートの粒状体特性を解明

して流動抵抗性の力学モデルを構築し、コンク

リートの施工過程をシミュレートするための数

値解析技術を開発する基礎研究として、研究代表

者は、既に光学ガラスブロックより作製した粒子

やガラスビーズの非粘着性粒子集合体を利用し

て、Laser Tomograph Aid 法によって、骨材粒子配

列とせん断変形・せん断応力の関係を考察した[2]。
また、普通ポルトランドセメント、セメント代替

材料－水和反応が発生しない高炉スラグ微粉末、

フライアッシュを利用して、粘着性があるペース

ト試料を作製して、産業利用ビームラインの CT
イメージング(課題番号：2010A1832, 2011A1754)
によって、その粒子配列の観察を試みた。しかし、

粒子鉱物成分の不均一性や使用した塩ビ試料容
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図 1．粒子接点角の概念図 
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